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第
40
回
島
根
県
高
等
学
校
演
劇
発
表
大
会

５年ぶりの歓喜

（
10
／
29
～
31
、
ラ
メ
ー
ル
）

９
月
の
出
雲
・
石
見
地
区
予
選

を
経
て
出
場
し
た
10
月
末
の
県
大

会
で
、
『
笛
男
～
フ
エ
オ
ト
コ
～
』

（
脚
本
／
亀
尾
佳
宏
）
を
演
じ
た

本
校
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
岡
山

県
の
総
社
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
る
中
国
大
会
へ
の
出

場
権
を
獲
得
し
た
（
県
２
枠
）
５

年
ぶ
り
の
快
挙
だ
。

２
年
生
７
名
、
近
年
で
は
最
も

多
い
男
子
５
名
を
含
む
１
年
生
13

名
の
計
20
名
が
一
丸
と
な
っ
て
練

習
を
続
け
て
き
た
。

【
高
野
愛
（
２
年
）
部
長
談
】

「
５
年
ぶ
り
の
中
国
大
会
出
場

と
な
り
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
本
番
の
ス
テ
ー
ジ
に

は
全
力
で
挑
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

（
大
会
前
の
コ
メ
ン
ト
）

地
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！
地
道
な
ん
で
す
！
三
高
文
化
部
は
今
年
も
輝
い
て
い
ま
す

スポーツの秋

文化の秋

読書の秋

食欲の秋

受験の秋 etc.

演

劇

三高実りの

書

道

第
49
回
島
根
県
高
校
書
道
展

＜優秀賞＞

「臨地黄湯帖」

渡部真夕（２年）

標
記
書
道
展
に
は
県
内
24
校
か

ら
１
７
４
点
が
寄
せ
ら
れ
、
次
年

度
の
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
へ
の

釈
文
／
新
婦
服
地
黄
湯
来
似
減
眠
食
尚
未
佳

（
10
／
27
～
30
、
県
立
美
術
館
）

三
高
文
化
部
の
言
霊

こ
と
だ
ま

題
名
に
あ
る
地
黄
湯
（
じ
お
う
と
う
）
と
は
漢
方

の
一
種
。
新
し
い
嫁
が
服
用
し
て
い
る
地
黄
湯
と
い

う
薬
湯
が
な
か
な
か
効
か
ず
心
配
し
、
ま
た
、
謝
生

（
し
ゃ
せ
い
）
と
い
う
人
物
が
ま
だ
帰
っ
て
こ
な
い

こ
と
を
問
い
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
手
紙
で
あ
る
。

▼
優
秀
賞
に
渡
部
さ
ん
（
２
年
）

（10月29日 加茂文化ホール ラメール）

最
近
の
三
高
文
化
部
は
「
地
味
に
ス
ゴ
イ
！
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
…

不
平
不
満
か
ら
広

が
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

（
例
え
ば
大
衆
迎
合

主
義
と
訳
さ
れ
る
）

に
世
界
中
が
呑
み
こ

つ
な
が
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
「
役
立
ち
感
」

如己愛人

つながろう三高
つながろう雲南

ま
れ
そ
う
な
今
、
こ
こ
雲
南
で
は
、

現
実
社
会
の
厳
し
さ
の
中
に
あ
っ

て
も
創
造
的
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
が
一
層
輝
き
を
増
し
て
い

る
▼
高
齢
化
率
で
は
日
本
の
25
年

先
を
進
む
雲
南
市
で
は
、
地
域
自

主
組
織
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
プ
レ
ー

ヤ
ー
を
次
々
と
生
み
、
つ
な
が
り

を
も
っ
て
裾
野
の
広
い
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。
地
域
課
題
解
決
に

向
け
た
「
子
ど
も×

若
者×

大
人
」

の
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
報

告
し
あ
っ
た
大
交
流
会
が
10
月
15

日
、
16
日
の
両
日
に
開
か
れ
、
全

国
か
ら
の
視
察
も
相
次
い
だ
（
そ

の
一
部
を
前
号
で
紹
介
）
▼
10
月

26
日
に
は
、
第
４
回
プ
ラ
チ
ナ
大

賞
が
発
表
さ
れ
、
全
国
の
自
治
体

や
企
業
等
54
団
体
の
応
募
の
中
か

ら
雲
南
市
の
「
幸
雲
南
塾
（
大
人

版
）
～
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
よ
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑

戦
～
」
が
最
上
位
の
「
プ
ラ
チ
ナ

大
賞
」
及
び
「
総
務
大
臣
賞
」
を

受
賞
し
た
▼
地
域
の
課
題
解
決
に

つ
な
が
る
活
動
と
人
材
を
育
成
す

る
幸
雲
南
塾
（
大
人
版
）
も
早
や

６
期
生
が
奮
闘
中
。
先
日
は
、
高

齢
者
の
縫
製
技
術
を
活
用
す
る

「
縁
結
び
パ
ン
ツ
」
を
商
品
化
す

る
塾
生
（
東
京
都
在
住
20
代
女
性
）

の
依
頼
を
受
け
、
商
品
に
添
え
る

礼
状
に
掲
載
す
る
木
次
線
の
写
真

を
写
真
部
が
提
供
し
た
。
一
つ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
な
が
っ
て
貢
献

す
る
「
役
立
ち
感
」
を
、
部
員
も

ち
ょ
っ
ぴ
り
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。
つ
な
が
ろ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

つ
な
が
ろ
う
雲
南
！

今
号
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
役
立
ち
感
」
！

（
編
集
長
記
）

出
品
推
薦
（
１
、
２
年
生
か
ら
３

点
）
入
り
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の

の
、
こ
れ
に
続
く
優
秀
賞
５
点
に

渡
部
真
夕
さ
ん
（
２
年
）
の
「
臨

地
黄
湯
帖
」
も
選
出
さ
れ
、
各
校

１
名
の
奨
励
賞
に
は
西
村
美
夏
さ

ん
（
３
年
）
の
「
臨
九
成
宮
醴
泉

銘
」
が
選
ば
れ
た
。

演
劇
中
国
大
会
優
秀
賞
（
11
校
中
４
位
相
当
）

速報

全
国
大
会
出
場
な
ら
ず
も
感
動
の
ス
テ
ー
ジ
！

（
11
／
26
～
27
、
岡
山
県
総
社
市
）



今号の記事は11月25日分までです

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

島
根
県
高
校
新
人
戦

（
10
／
28
～
30
、
浜
田
市
・
江
津
市
）

女
子
団
体
は
平
成
22
年
の
島
根

県
高
校
総
体
優
勝
以
来
、
６
年
ぶ

り
に
ベ
ス
ト
８
入
り
を
果
た
し
た
。

ベ
ス
ト
８
進
出
を
懸
け
た
安
来
高

校
と
の
対
戦
で
は
、
２
対
戦
目
を

2016年（平成28年）12月2日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第113号（２）

接
戦
で
落
と
し
た
が
、
３
対
戦
目

の
島
・
佐
々
木
ペ
ア
が
一
球
一
球

大
切
に
し
な
が
ら
闘
い
、
接
戦
を

制
し
て
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢
献
。

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
摑
ん
だ
６

個
人
戦
ベ
ス
ト
32
に
も
２
ペ
ア

年
末
の
イ
ン
ド
ア
選
手
権
出
場
へ

女子

中
国
高
校
新
人
戦
（
10
／
22
～
23
、
山
口
市
）

中
国
大
会
８
位
入
賞

吉
川
さ
ん
（
２
年
）

▼
男
子
２
百
Ｍ
平
泳
ぎ

８
位

吉
川
航
輝

２
分
29
秒
30

▼
男
子
百
Ｍ
平
泳
ぎ

９
位

吉
川
航
輝

１
分
08
秒
37

水

泳

県
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

三
高
男
子
が
全
勝
優
勝

４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
標
記
リ
ー

グ
戦
は
、
安
来
高
・
三
刀
屋
高
に

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
加
え
た
計
６
チ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

県
高
校
新
人
戦
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

島
根
県
高
校
新
人
大
会

(

５
回
コ
ー
ル
ド)

▼
準
々
決
勝

三
刀
屋
⑨
‐
５
出
雲
商
業

▼
準
決
勝

三
刀
屋
⑦
‐
０
大
東

(

５
回
コ
ー
ル
ド)

▼
決
勝

三
刀
屋
⑫
‐
１
浜
田
商
業

会長も快調！

(

５
回
コ
ー
ル
ド)

※
８
年
連
続
14
度
目
の
優
勝

※
男
女
と
も
に
、
３
月
の
全
国
高

校
選
抜
大
会
（
男
子
／
福
岡
県
北

九
州
市
、
女
子
／
兵
庫
県
加
古
川

市
）
へ
の
出
場
権
を
獲
得
。

ま
た
、
今
大
会
の
男
女
１
～
２

位
校
は
、
11
月
11
日
～
13
日
に
島

根
県
で
開
催
さ
れ
た
中
国
新
人
大

会
に
出
場
し
た
。

全
国
選
抜
大
会(

３
月)
出
場
権
獲
得

【
男
子
】

▼
決
勝

三
刀
屋
⑦
‐
０
安
来

(

５
回
コ
ー
ル
ド)

※
２
年
連
続
17
度
目
の
優
勝

【
女
子
】

▼
１
回
戦

三
刀
屋
⑩
‐
０
大
社

（
10
／
22
～
23
、
出
雲
高
校
）

中
国
地
区
高
校
新
人
大
会

（
11
／
11
～
13
、
雲
南
市
・
出
雲
市
）

地
元
開
催
で
上
位
進
出
を
狙
っ

た
三
高
男
女
は
、
と
も
に
初
回
表

に
得
点
し
な
が
ら
も
逆
転
負
け
を

年
ぶ
り
の
エ
イ
ト
入
り
を
称
え
た

い
。
ま
た
、
女
子
個
人
戦
で
ベ
ス

ト
32
に
入
っ
た
２
ペ
ア
は
、
年
末

に
松
江
市
の
鹿
島
総
合
体
育
館
で

開
催
さ
れ
る
イ
ン
ド
ア
選
手
権
へ

の
出
場
権
を
得
た
。

【
団
体
】

▼
男
子
１
回
戦

三
刀
屋
１
‐
②
横
田

▼
女
子
１
回
戦

三
刀
屋
②
‐
１
出
雲
商
業

▼
女
子
２
回
戦

三
刀
屋
②
‐
１
安
来

▼
準
々
決
勝

三
刀
屋
０
‐
②
松
江
西

【
個
人
】

▼
男
子

上
位
進
出
な
ら
ず

▼
女
子

２
回
戦
進
出

島
奈
瑠
美
・
佐
々
木
愛
（
２
年
）

３
回
戦
進
出
（
ベ
ス
ト
32
）

菅
田
野
衣
・
中
林
楓
香
（
２
年
）

若
槻
真
依
・
土
谷
美
蘭
（
１
年
）

喫
し
て
初
戦
突
破
は
な
ら
な
か
っ

た
。

【
男
子
】

ム
が
10
月
ま
で
総
当
た
り
で
熱
戦

を
展
開
。
一
昨
年
の
壮
年
大
会
で

全
国
優
勝
し
た
木
次
ミ
ス
テ
リ
ー

ズ
に
も
勝
利
し
た
三
刀
屋
高
校
が

初
の
全
勝
優
勝
を
飾
っ
た
。

男
女
と
も
に
初
戦
突
破

野

球

出
雲
地
区
１
年
生
大
会

（
10
／
22
、
三
刀
屋
高
校
）

▼
１
回
戦

三
刀
屋
２
‐
④
大
社

今
大
会
優
勝
校
に
惜
敗

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

▼
１
回
戦

三
刀
屋
２
‐
③
東
岡
山
工
業

（
岡
山
）

【
女
子
】

▼
１
回
戦

三
刀
屋
４
‐
⑨
中
村
女
子

（
山
口
）

島
根
県
高
校
選
手
権

（
11
／
４
～
５
、

松
江
市
総
合
体
育
館
）

【
男
子
】

▼
１
回
戦

三
刀
屋
60
‐
47
出
雲
西

▼
２
回
戦

三
刀
屋
56
‐
82
松
江
北

【
女
子
】

▼
１
回
戦

三
刀
屋
47
‐
33
隠
岐

▼
２
回
戦

三
刀
屋
40
‐
83
松
徳
学
院

男
女
と
も
に
先
制
す
る
も
初
戦
突
破
な
ら
ず



柔

道

島
根
県
高
校
新
人
戦

（
10
／
29
～
30
、
県
立
武
道
館
）

【
男
子
個
人
】

▼
無
段
の
部

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
11
／
11
～
12
、
情
報
科
学
高
校
）

【
女
子
】

▼
１
回
戦

三
刀
屋
②
‐
０
島
根
中
央

▼
２
回
戦

三
刀
屋
１
‐
②
情
報
科
学

県
高
校
選
手
権

卓

球

（
11
／
11
～
12
、
平
田
体
育
館
）

【
男
子
】

▼
団
体
予
選
リ
ー
グ

１
勝
２
敗

パ
ソ
コ
ン
同
好
会

10
月
の
総
合
学
科
全
国
大
会
で

は
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
Ｉ
Ｄ

カ
ー
ド
に
印
字
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
読
み
込
む
方

法
で
、
約
３
５
０
名
の
受
付
や
弁

当
の
受
け
渡
し
業
務
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

参
加
者
の
宿
泊
業
務
と
弁
当
の

手
配
に
当
た
っ
た
旅
行
業
者
か
ら

も
、
「
弁
当
の
受
け
渡
し
確
認
も

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。
」
と
喜

ん
で
い
た
だ
い
た
。
パ
ソ
コ
ン
同

好
会
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
は

「
役
立
ち
感
」
を
感
じ
ら
れ
る
全

国
大
会
と
な
っ
た
。

今
年
も
甲
子
園
目
指
し
ま
す

ま
た
、
今
年
度
も
「
ス
モ
ウ
ル

ビ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
甲
子
園
」

出
場
を
め
ざ
す
メ
ン
バ
ー
は
、
11

月
12
日
（
土
）
に
は
同
甲
子
園
実

行
委
員
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
講
師

陣
よ
り
丸
１
日
の
講
習
を
受
け

（
無
料
、
写
真
）
、
さ
ら
に
は
出

雲
コ
ア
学
園
の
指
導
も
10
回
予
定

さ
れ
て
い
る
。
昨
年
以
上
の
成
績

が
残
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
る
。

Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｎ
デ
ィ
ベ
ー
ト
選
手
権

第
１
位

三
刀
屋
高
校
（
３
年
）

高
校
の
部
（
１
チ
ー
ム
４
名
）

雲
南
市
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
第
２
回
Ｕ

Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｎ
デ
ィ
ベ
ー
ト
選
手
権
が
11
月
19
日
、

Ｊ
Ｒ
木
次
駅
前
の
チ
ェ
リ
バ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
三
刀
屋
高
校
が
１
位
と
な
っ
た
。

今
年
の
大
会
は
「
日
本
は
、
選
択
的
夫
婦
別

姓
制
度
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。
是
か
非
か
」

を
論
題
と
し
、
出
場
３
チ
ー
ム
が
事
前
学
習
で

収
集
整
理
し
た
情
報
を
も
と
に
討
論
を
行
っ
た
。

対
戦
ご
と
に
各
チ
ー
ム
が
否
定
と
肯
定
の
立
場

を
変
え
な
が
ら
立
論
・
質
疑
・
反
論
を
行
い
、

三
刀
屋
高
校
が
連
勝
し
て
昨
年
の
第
１
回
大
会

に
続
い
て
１
位
と
な
っ
た
。

１
、
２
学
期
の
校
内
球
技
大
会

の
各
種
目
で
優
勝
ま
た
は
上
位
に

進
出
し
た
チ
ー
ム
（
ク
ラ
ス
）
が

出
場
し
た
雲
南
地
区
５
校
に
よ
る

エ
イ
ト
入
り
を
懸
け
た
２
回
戦

の
情
報
科
学
高
校
と
の
一
戦
は
、

第
１
セ
ッ
ト
は
23
対
25
の
接
戦
で

落
と
し
た
も
の
の
、
第
２
セ
ッ
ト

は
終
始
リ
ー
ド
を
奪
っ
て
25
対
17

で
タ
イ
に
。
流
れ
は
三
刀
屋
に
傾

い
た
か
に
見
え
た
が
、
第
３
セ
ッ

ト
で
は
ミ
ス
が
重
な
り
３
点
差
で

敗
れ
、
惜
し
く
も
３
年
ぶ
り
の
エ

イ
ト
進
出
は
な
ら
な
か
っ
た
。

▼
総
合
学
科
全
国
大
会
の
受
付
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
貢
献

３
年
間
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
高
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
表
現
力
を
活
か
し
ま
す
！

今
年
も
「
ス
モ
ウ
ル
ビ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
甲
子
園
」
目
指
し
ま
す
〈
昨
年
度
準
決
勝
進
出
〉

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
の

が
本
校
の
パ
ソ
コ
ン
同
好
会
２
名

で
、
８
月
に
出
雲
コ
ア
学
園
（
出

雲
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ
）
か
ら
講
師
を

招
い
て
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
、

顧
問
の
花
岡
教
諭
の
指
導
も
受
け

な
が
ら
大
会
当
日
に
間
に
合
わ
せ

た
。

▼
個
人
戦

３
回
戦
進
出

和
泉
僚

２
回
戦
進
出

勝
部
佑
一

【
女
子
】

▼
団
体
予
選
リ
ー
グ

０
勝
４
敗

▼
個
人
戦上

位
進
出
な
ら
ず

雲
南
地
区
高
体
連
体
育
大
会

（３）第113号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2016年（平成28年）12月2日(金)

→

高
橋
和
輝
・
定
本
大
地
・
西
村
風
輝
・
高
野
寛
子

『
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
の
可
否
』

３名の生徒に講師も３名という贅沢な
講習会（11/2、本校ＣＩＡ教室）。

島
根
県
高
校
新
人
戦

優
勝

景
山
祐
夢
（
２
年
）

【
男
子
団
体
】
予
選
リ
ー
グ

三
刀
屋
１
‐
②
松
江
工
業

三
刀
屋
０
‐
③
平
田
Ｂ

高
体
連
体
育
大
会
で
、
本
校
は
１

年
生
を
主
力
と
し
な
が
ら
も
圧
倒

的
強
さ
で
総
合
優
勝
を
飾
っ
た
。

〈
大
会
結
果
（
本
校
分
）
〉

▽
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

２
位
〈
１
年
５
組
〉

▽
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

１
位
〈
１
年
５
組
〉

▽
男
子
サ
ッ
カ
ー

３
位
〈
１
年
３
・
４
組
〉

▽
女
子
卓
球

１
位
〈
１
・
２
年
選
抜
６
名
〉

１年生主力でアッパレ総合優勝

（
11
／
２
、
三
刀
屋
高
校
ほ
か
）

三刀屋 花子

ＩＤカードの右端にあるＱＲコードを
タブレットで読み込んで受付完了。

総
合
第
１
位



（
10
／
29
、
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
）

島
根
県
高
文
連
日
本
音
楽
部
門
コ
ン
ク
ー
ル

筝

曲

高文連出雲地区絵画コンクール美 術

出
雲
地
区
11
校
93
名

本
校
か
ら
７
名
が
参
加

標
記
コ
ン
ク
ー
ル
が

出
雲
大
社
境
内
で
開
催

さ
れ
、
出
雲
地
区
11
校

の
美
術
部
員
が
参
加

し
、
思
い
思
い
の
場

所
を
選
ん
で
風
景
画

を
描
い
た
。
実
質
３

時
間
半
と
い
う
短
い

時
間
の
中
で
油
絵
を

仕
上
げ
る
の
は
大
変

だ
っ
た
が
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
平
日
に

も
か
か
わ
ら
ず
参
拝

客
の
多
い
境
内
で
気

持
ち
よ
く
写
生
す
る

こ
と
が
で
き
た(

本
校

入
選
６
名)

。

10/24

今
年
で
15
回
目
を
迎
え
た
標
記

コ
ン
ク
ー
ル
が
Ｊ
Ｒ
出
雲
市
駅
前

優
良
賞

の
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
で
開
か
れ
、

本
校
筝
曲
部
は
「
月
下
美
人
」

(

吉
崎
克
彦
作
曲)

を
１
年
生
４
名
、

２
年
生
３
名
の
計
７
名
で
演
奏
し
、

優
良
賞
と
な
っ
た
。

演
奏
し
た
曲
は
、
芳
香
を
放
ち

な
が
ら
月
下
に
ゆ
っ
く
り
と
咲
き

出
し
、
そ
の
夜
の
う
ち
に
萎
ん
で

し
ま
う
月
下
美
人
の
花
の
様
子
を

表
現
し
た
も
の
で
、
一
夜
か
ぎ
り

の
華
や
か
さ
と
儚
さ
を
優
し
い
箏

の
音
色
に
の
せ
て
演
奏
し
た
。

大
会
前
の
一
カ
月
は
、
中
間
試

験
後
も
２
年
研
修
旅
行
・
１
年
地

域
産
業
研
究
実
習
が
続
き
、
ま
と

写

真

第
44
回
島
根
県
高
校

ご
案
内

高
校
写
真
展
出
品

「
君
は
太
陽
」

石
橋
冬
也
（
１
年
）

（
秋
季
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
特
選
）

高
校
写
真
展
出
品

「W
e
h
a
v
e
a
d
r
e
a
m

」

鐘
撞
絵
理
（
２
年
）

（
秋
季
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
特
選
）

▼
グ
ラ
ン
ト
ワ
（
益
田
市
）

12
月
９
日
（
金
）

～
12
日
（
月
）

美

術

展

写 真 展

▼西部会場展 グラントワ

12月2日（金）～5日（月）

▼東部会場展 県立美術館

2月8日（水）～13日（月）

春
と
秋
の
年
２
回
の
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
で
特
選
と
な
っ
た
作
品
か

ら
出
品
す
る
島
根
県
高
校
写
真
展

に
、
本
校
か
ら
は
１
、
２
年
生
の

６
点
を
出
品
。
２
年
連
続
の
全
国

大
会
出
品
推
薦
（
１
、
２
年
生
の

５
点
）
獲
得
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

こ
れ
に
つ
ぐ
奨
励
賞
に
、
松
崎
愛

己
さ
ん
（
１
年
）
の
デ
ジ
タ
ル
カ

ラ
ー
作
品
「
木
漏
れ
日
」
（
春
季

奨励賞「木漏れ日」

松崎 愛己 (１年)

文

芸

高
文
連
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル

【
詩
部
門
】

▽
「
文
鳥
」

佳
作

伊
藤
華
恵
（
２
年
）

第
49
回
島
根
県
高
校

ビッグハート出雲で(10/29)

奨
励
賞
に
松
崎
さ
ん
（
１
年
）

ま
っ
た
練
習
が
確
保
し
に
く
い
状

況
だ
っ
た
が
、
「
全
員
が
暗
譜
し

て
演
奏
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
成

果
だ
っ
た
」
（
顧
問
談
）
。

来
年
７
月
末
か
ら
の
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
宮
城
大
会
に
つ

な
が
る
最
初
の
関
門
、
標
記
松
江

地
区
予
選
が
11
月
16
日
に
行
わ
れ
、

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
で
高
見
ひ
の
め

さ
ん
（
２
年
）
が
２
位
の
好
成
績

で
予
選
を
突
破
し
、
12
月
の
県
大

会
進
出
を
決
め
た
（
自
作
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
原
稿
は
８
頁
に
掲
載
）
。

【
俳
句
部
門
】

▽
盆
の
日
に
指
輪
を
な
で
て
手
を
合
わ
せ

優
良
賞

▽
天
草
の
落
つ
る
涙
や
虎
が
雨

佳
作伊

藤
華
恵

放

送

高
見
さ
ん
（
２
年
）

２
位
通
過

（
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
）

県
高
文
祭
放
送
部
門
松
江
地
区
予
選

コ
ン
ク
ー
ル
特
選
作
品
）
も
選
出
さ

れ
た
。

自
然
科
学

自
然
科
学
部
門
研
究
発
表
会

（
11
／
11
、
大
東
高
校
）

県
内
13
校
か
ら
70
名
の
自
然
科

学
系
部
員
が
参
加
し
た
研
究
発
表

会
に
、
本
校
か
ら
は
２
年
生
の
４

名
が
参
加
。
本
校
の
発
表
は
な
か
っ

た
が
、
他
校
部
員
の
口
頭
や
展
示

に
よ
る
発
表
を
見
聞
き
し
て
今
後

の
活
動
の
参
考
と
し
た
（
写
真
）
。

な
お
、
他
校
の
参
加
者
は
奥
出

雲
町
の
多
根
自
然
博
物
館
と
奥
出

雲
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

分
宿
し
、
翌

日
は
鬼
の
舌

震
と
た
た
ら

刀
剣
館
を
見

学
し
た
。

2016年（平成28年）12月2日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第113号（４）

（
11
／
16
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
ビ
ル
）



人権週間とは

国際連合は世界人権宣言が採択された12月10日を「人権デー」と定

め、日本でも昭和24年から毎年12月10日を最終日とする１週間（12月

4日から10日まで）を「人権週間」と定め、人権尊重思想の普及高揚

を図るため、全国各地でも集中的な啓発活動を行っています。

■本校では12月の人権週間に先だって、11月1日「しまね教育の日」

にＬＨＲで人権・同和教育の公開授業を実施しました。

【3年】…「話してくれてありがとう」～結婚差別から考える
一学期の「公正な採用選考・公正な入学選抜」に続き、現実の社

会に今なお残る結婚差別の具体的事例から、他人事ではなく自分自

身が問題に直面した時にどのような行動を取るべきかを考えました。

【2年】…「『教科書無償化運動』に学ぶ」

教科書無償化のために動いた人々の姿を振り返りながら、憲法に

保障された権利を獲得するために連帯した人々の取り組みが、社会

全体の利益につながったことを理解し、人権を守るための主体的な

態度や行動の大切さを学びました。

【1年】…「居心地の良いクラスにするために、

身の回りのことから考える」

クラス全体で「できている

こと」と「できていないこと」

を各自のワークシートや小グ

ループ話し合いで確認し、

「特にクラス全体で出来るよ

うになると良いことは何か、

それを実現するためのアイデ

ア・方法」をＫＪ法で探りま

した（写真）。

読書週間の図書委員会企画イベント

『いざ、読書。』

10/27～11/9は読書週間でした。今年の標語は、

普段読書をしない人も気合を入れ

て本を手に取ってみませんか。本を

めくっていると、知らなかったことや自分の好

奇心に気がつきますよ by司書さん

図
書
委
員
会

① 手作りＰＯＰコンテスト
※11月末までの企画でした。結果は図書館だ

よりで発表の予定。

② 古雑誌市 11月9日(水)に実施しました
「ｵﾚﾝｼﾞﾍﾟｰｼﾞ」「Number」「What'sIN」

「ﾅｼｮﾅﾙｼﾞｵｸﾞﾗﾌｨｯｸ」「non‐no」の

今年上半期までの１年分を希望者

に配布しました。 図
書
館
＆
図
書
委
員
会
の
活
動
や
展
示
（
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
）
を
絶
賛

総
合
学
科
全
国
大
会
参
加
の
皆
様
よ
り

総
合
学
科
全
国
大
会
の

初
日
（
11
／
27
）
、
来
校

者
の
受
付
場
所
と
な
っ
た

体
育
館
か
ら
教
室
棟
へ
の

渡
り
廊
下
で
は
、
今
年
の

文
化
祭
で
図
書
委
員
会
が

発
表
し
た
「
た
た
ら
製
鉄

の
歴
史
」
の
展
示
に
熱
心

に
見
入
る
姿
が
あ
っ
た
。

送
風
装
置
で
あ
る
天
秤
鞴

（
て
ん
び
ん
ふ
い
ご
）
の

原
理
を
紹
介
す
る
手
作
り

の
ダ
ン
ボ
ー
ル
模
型
に
も

感
心
す
る
声
を
聴
い
た
。

ま
た
、
図
書
館
で
の
調

べ
学
習
（
３
年
選
択
授
業

「
20
世
紀
現
代
史
」
）
の

授
業
参
観
者
か
ら
は
、

「
図
書
館
に
は
情
報
収
集

し
や
す
い
工
夫
が
沢
山
あ
っ

て
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

入
口
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
も
、

思
わ
ず
見
入
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
校
内
の
い
た
る

所
に
興
味
関
心
を
引
く
掲

示
も
多
く
て
感
心
し
ま
し

た
」
と
の
声
を
い
た
だ
い

た
。

好きな本を紹介するポップ作品(昇降口で)

県
知
事
賞
に
周
藤
教
諭

第
49
回
県
総
合
美
術
展
（
県
展
）

▼
彫
刻
部
門

（
11
／
12
～
20
、
県
立
美
術
館
）

▼
書
部
門

妹
尾
さ
ん
（
３
年
）

「
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
部
」
秀
作

標
記
美
術
展
が
11
月
12
日
か
ら

松
江
市
の
県
立
美
術
館
で
開
催
さ

れ
、
７
部
門
の
入
賞
・
入
選
作
品

４
９
７
点
が
発
表
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
、
彫
刻
部
門
で
は
本

校
の
周
藤
豊
治
教
諭
（
美
術
）
の

作
品
が
、
同
部
門
最
高
の
県
知
事

賞
を
受
賞
。
ま
た
、
書
部
門
で
は

妹
尾
有
真
さ
ん
（
３
年
）
が
若
者

を
対
象
と
す
る
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
部

秀
作
に
選
ば
れ
た
。

「八雲立つ ～翔る～」
や くも た かけ

周藤 豊治 教諭（美術）

「建中告身帖」

妹尾有真（3年）

（５）第113号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2016年（平成28年）12月2日(金)



↑初日午後の全体会場(くにびきメッセ国際会議場)

本校代表生徒２名も全体会場で「課題研究」発表

主催：全国総合学科高等学校長協会

10
月
27
日
▼
午
前
／
公
開
授
業

…

三
刀
屋
高
校
、
松
江
農
林
高
校

▼
午
後
／
全

体

会

…

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

・
講
話
〈
文
部
科
学
省
〉

・
全
体
発
表
〈
県
内
４
校
代
表
生
徒
〉

・
記
念
講
演
〈
中
村
俊
郎
氏
〉

10
月
28
日
▼
午
前
／
分

科

会

…

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

・
５
分
科
会
で
他
県
を
中
心
に
２
校
ず
つ
が
発
表

〈大会スローガン〉

夢をかなえる総合学科 新たなステージへ

～ 人と未来の縁結び ～

10月27日(木)、28日(金)

第21回全国高等学校総合学科教育研究大会

← 初日の９：３０からは全
クラスを対象に公開授業を実
施し、特に１、２年生の発表

形式の授業では、廊下にも人
が溢れて授業参観

初日午前

松
江
か
ら
３
台
の
バ
ス
に

分
乗
し
て
来
校
し
た
約
１
５

０
名
の
皆
さ
ん
に
、
体
育
館

で
恩
田
校
長
が
本
校
の
取
り

組
み
概
要
を
紹
介
。

１
年
生
は
、
10
月
の
事
業

所
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成

果
を
含
め
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
で
「
地
域
産
業
研
究
」
の

発
表
。

２
年
生
も
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
で
、
10
月
の
東
京
研
修
の

成
果
も
含
め
て
「
課
題
研
究
」

の
発
表
。

３
年
生
は
通
常
授
業
の
公

開
だ
っ
た
が
、
学
校
選
択
科

目
の
参
観
者
が
多
か
っ
た
。

写
真
は
「
20
世
紀
現
代
史
」
。図書館での調べ学習（3年）

全
国
か
ら
の
参
加
者
約

３
５
０
名
が
三
刀
屋
高
校

と
松
江
農
林
高
校
に
分
か

れ
て
の
公
開
授
業
参
観
の
後
は
、

松
江
市
の
く
に
び
き
メ
ッ
セ
に
会

場
を
移
し
て
全
体
会
に
臨
ん
だ
。

①
歓
迎
の
石
見
神
楽
上
演

邇
摩
高
校
と
浜
田
商
業
高
校
合

同
に
よ
る
石
見
神
楽
の
上
演

②
開
会
行
事

③
文
部
科
学
省
講
話

学
習
指
導
要
領
改
訂
の
動
向

④
全
体
発
表
（
60
分
）

初日午後

総
合
学
科
を
置
く
島
根
県
内
４

校
の
代
表
生
徒
が
発
表
に
立
ち
、

本
校
か
ら
は
２
名
が
課
題
研
究
の

成
果
を
発
表
。
岡
田
莉
子
さ
ん

（
３
年
）
が
「
伝
統
工
芸
に
需
要

は
あ
る
の
か
」
、
大
坂
彩
華
さ
ん

（
２
年
）
が
「
雲
南
市
の
小
学
校

教
育
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
～
地

元
の
伝
説
を
Ｐ
Ｒ
さ
せ
る
授
業
～
」

と
題
し
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
発

表
し
た
。

⑤
記
念
公
演

「
空
想
の
翼
で
駆
け
て
」

～
義
肢
装
具
作
り
の
半
世
紀
～

中
村
俊
郎
氏

（
中
村
ブ
レ
イ
ス
㈱
代
表
取
締
役
）

⑥
閉
会
行
事テ

ー
マ
ご
と
に
５
つ
の

分
科
会
に
分
か
れ
、
全
国
か
ら
参

加
の
各
２
校
ず
つ
が
研
究
発
表
を

行
っ
た
。
こ
の
う
ち
第
３
分
科
会

で
は
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
進
路
指

導
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
、
香
川
県
と
宮
崎
県
の
高
校

か
ら
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

総
合
学
科
の
取
り
組
み
は
学
校
ご

と
に
特
色
が
あ
り
、
地
域
や
学
校

の
実
情
に
応
じ
て
異
な
る
も
の
の
、

共
通
す
る
の
は
、
生
徒
の
「
道
を

拓
く
」
主
体
的
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
な

活
動
を
模
索
し
続
け
て
い
る
こ
と

だ
。
本
校
も
総
合
学
科
に
移
行
し

て
10
年
が
経
過
し
た
が
、
成
果
を

検
証
し
つ
つ
修
正
を
加
え
な
が
ら

「
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
生

徒
」
（
本
校
の
目
指
す
生
徒
像
の

一
つ
）
の
育
成
に
あ
た
り
た
い
。

２日目

全
体
会

分
科
会

代表生徒も全国の大舞台で堂々の発表

全国大会
終了御礼

10
月
27
日
か
ら
の
２
日
間
、
本
校
も
会
場
と

な
っ
て
標
記
全
国
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ご

協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
関
係
各
機
関
、

地
域
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

島根大会実行委員長の恩田佳雄校長が歓迎のあいさつ
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１年

＜今回の流れ＞
1. アイスブレーキング

2. 大学に入ったら？
3. 学生の話
4. まとめ・共有
5. 休憩
6. ワーク

7. アンケート
8. まとめ

ディスカッションで

大学(学び)とは何かを語り合いました

131
名

データを整理するためのＫＪ法は、本校では１年次からさま
ざまな場面で活用する。大学でのＫＪ法を用いた学習場面では、
本校卒業生がリーダーになることが多いとの報告がある。

大学の授業ではありません

出
校
日
と
な
っ
た
11
月
５
日
（
土
）

の
午
後
２
時
間
、
１
年
生
は
島
根
大
学

の
学
生
36
名
を
迎
え
て
高
大
接
続
事
業

の
一
環
と
し
て
「
授
業
『
大
学
』
」
を

受
講
し
た
。

大
学
の
授
業
を
受
け
る
わ
け
で
は
な

く
、
島
根
大
学
が
企
画
す
る
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、
高
校
生
か
ら
学
生
へ
の

質
問
、
学
生
か
ら
の
経
験
談
も
参
考
に

し
、
大
学
生
が
加
わ
っ
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
交
え
て
大
学
が
ど
ん

な
場
所
か
を
多
角
的
に
探
っ
た
。

日
常
の
学
び
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
き
っ
か
け
と
も
な
り
、
島
大
生

に
と
っ
て
も
、
今
後
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

を
作
成
す
る
本
校
生
に
と
っ
て
も
刺
激

の
多
い
充
実
し
た
時
間
に
な
っ
た
。

道
を
拓
く
学
び
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
豊
富
な
三
刀
屋
高
校
で
す

１
年
「
地
域
産
業
研
究
」
学
年
発
表
会
を
開
催
し
ま
す

１
学
期
か
ら
「
産
業
社
会
と
人
間
」
の
授
業
で
取
り

組
ん
で
き
た
「
地
域
産
業
研
究
」
の
成
果
発
表
を
行
い

ま
す
。
各
ク
ラ
ス
の
代
表
計
17
名
の
発
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
左
は
当
日
発
表
者
の
テ
ー
マ
の
一
部
で
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

11
／
７
（
代
休
日
）

平
日
の
素
顔
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
体
感

生
徒
・
保
護
者
計
22
名
が

岡
山
大
・
岡
山
理
大
を
視
察

2年

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅲ

全員が
松江・出雲方
面に分かれて
学校訪問

２
年
生
１
３
６
名
全
員
が
11
月

22
日
、
松
江
地
区
ま
た
は
出
雲
地

区
の
上
級
学
校
を
訪
問
し
た
。
高

校
入
学
以
来
３
回
目
と
な
る
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

は
、
通
常
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
と
は
異
な
り
平
日
の
素
顔
の
講

義
や
キ
ャ
ン
パ
ス
を
体
感
し
、
学

部
・
学
科
の
説
明
を
聞
く
だ
け
で

な
く
、
訪
問
先
に
よ
っ
て
は
学
生

と
と
も
に
実
際
の
講
義
を
受
講
し

た
。
大
学
や
校
種
を
問
わ
ず
異
口

同
音
に
聞
か
れ
る
の
が
、
「
何
を

学
び
、
何
に
な
り
た
い
か
目
標
を

し
っ
か
り
持
っ
て
入
学
し
て
欲
し

い
」
と
の
声
だ
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
は
、
学
び
た
い
こ
と
が
学
べ
る

進
路
先
を
選
択
す
る
力
を
養
う
こ

と
も
目
的
と
し
て
お
り
、
目
標
を

持
っ
て
学
び
、
学
ぶ
こ
と
が
道
を

拓
く
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
意

識
し
た
い
。
社
会
環
境
変
化
の
ス

ピ
ー
ド
が
早
ま
る
中
、
一
生
学
び

続
け
る
生
涯
学
習
の
必
要
が
高
ま

る
時
代
に
お
い
て
、
子
ど
も
だ
け

で
な
く
大
人
も
意
識
し
た
い
。

▽
Ｋ
Ｊ
法
と
は

…

デ
ー
タ
を
ま
と
め
る
た
め
の
手
法
。

デ
ー
タ

を
カ
ー
ド
（
付
箋
等
）
に
記
述
し
、
カ
ー
ド
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

ま
と
め
て
図
解
し
論
文
等
に
ま
と
め
る
。
発
案
者
の
文
化
人
類
学

者
の
川
喜
田
二
郎
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
か
ら
Ｋ
Ｊ
法
と
呼
ば
れ
る
。

予告
▼
12
月
７
日
（
水
）
13
時
10
分
～
15
時
45
分

▼
総
合
学
科
棟
大
講
義
室

「
雲
南
市
役
所
～
雲
南
に
人
が
来
る
に
は
？
～
」

「
環
境
の
い
い
保
育
所
を
つ
く
る
」

「
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

～
高
齢
者
と
子
供
の
か
か
わ
り
～
」

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
」

「
森
を
遊
び
場
に
～
竹
の
利
用
法
～
」

「
空
き
家×

運
動
不
足
の
高
齢
者
」

「
雲
南
の
医
療
～
医
師
を
家
の
近
く
に
～
」

※保護者の皆様には別途文書でご案内しております
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県立大学出雲キャンパス（看護学部）では、
実際の講義を学生とともに受講

▼
島
根
大
学
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
▼
山
陰
中
央
専
門
大
学
校
▼
松

江
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
▼
松
江
栄
養
調
理
製
菓
専
門
学
校

▼
松
江
理
容
美
容
専
門
大
学
校
▼
島
根
大
学
出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
島
根
県
立
大
学
出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
▼
出
雲
医
療
看
護
専
門
学

校
▼
ト
リ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
出
雲
医
療
福
祉
専
門
学
校

「授業『大学』」

島根大学総合理工学部で



▽
郷
原
千
恵
子
さ
ん
（
音
訳
）

▽
木
色
玲
子
さ
ん
（
要
約
筆
記
）

▽
小
林
和
子
さ
ん
（
絵
手
紙
）

▽
須
山
治
代
さ
ん
（
有
償
助
け
合
い
）

雲南市ボランティアチャレンジ研修会
～出会い・つながり・未来へ～ 雲

南
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
の
皆
様
４
名

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
践
の
皆
様
４
名

＆
三
高
生
18
名
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
語
り
合
う
」

本
校
生
も
各
方
面
か
ら
の
依
頼

に
応
じ
て
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し
て
い
る
（
次
頁
参

照
）
。
た
だ
、
ど
う
し
て
も
休
日

の
単
発
的
な
「
イ
ベ
ン
ト
の
お
手

伝
い
」
の
形
が
多
い
。

今
回
の
研
修
は
、
高
校
生
の
目

に
は
触
れ
に
く
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
雲
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

主
催
し
、
右
に
紹
介
す
る
４
名
の

皆
様
に
来
校
し
て
い
た
だ
き
、
活

動
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始

め
た
き
っ
か
け
や
、
活
動
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
も
語
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
活
動
へ
の
理
解

と
協
力
を
高
校
生
に
呼
び
か
け
ら

れ
た
。

同
様
の
研
修
会
は
す
で
に
掛
合

分
校
で
は
９
月
に
実
施
し
、
大
東

高
校
で
も
冬
休
み
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
者
を
対
象
に
12
月
に
実
施

さ
れ
る
予
定
だ
。

「
視
覚
障
が
い
の

あ
る
人
の
た
め
に

力
に
な
り
た
い
。
」

こ
れ
は
雲
南
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
す
る
力
石
さ
ん
の

言
葉
で
す
。

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
視

覚
に
障
が
い
を
持
つ
人
に
「
市
報

う
ん
な
ん
」
を
音
と
し
て
耳
に
届
け

る
活
動
を
行
う
団
体
で
す
。
雲
南
市

内
に
は
大
東
町
、
加
茂
町
、
木
次
町
、

三
刀
屋
町
、
吉
田
町
、
掛
合
町
の
６

町
そ
れ
ぞ
れ
に
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
６
町
と
も

設
立
時
期
は
異
な
り
、
木
次
町
の

グ
ル
ー
プ
「
と
も
し
び
会
」
は
昭

和
60
年
ご
ろ
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
雲
南
市
内
で
音
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
々

は
81

名
、
音
訳
Ｃ
Ｄ
を
利
用
し
て

い
る
方
々
は
18
名
だ
そ
う
で
す
。

力
石
さ
ん
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
楽
し
い

で
す
。
利
用
者
さ
ん
か
ら
『
あ
り

第
20
回
島
根
県
高
文
祭
放
送
部
門
松
江
地
区
大
会
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

第
２
位

高
見
ひ
の
め
（
２
年
）

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

アナ原稿

放
送
部
も
本
紙
で
既
報
の
通
り
、
雲
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
お
誘
い
を
受
け
、
年
４

回
発
行
の
『
社
協
だ
よ
り
』
の
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

放
送
部
も

が
と
う
』
と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
と
て

も
嬉
し
く
て
、
こ
ち
ら
こ
そ
『
あ
り
が

と
う
』
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
微

力
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
。
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
つ
な
げ
る
人
々
の
思
い

が
、
こ
れ
か
ら
も
広
が
っ
て
い
く
こ
と

に
期
待
で
す
。

※
高
見
さ
ん
の
自
作
原
稿
で
す

〈主催〉雲南市社会福祉協議会

雲
南
市
で
も
色
ん
な
活
動

が
あ
る
ん
で
す
ネ
。

2016年（平成28年）12月2日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第113号（８）

雲
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す
る
標
記
研
修
会
が
11
月
18

日
（
金
）
の
放
課
後
に
本
校
で
開
催
さ
れ
、
同
協
議
会
の
皆
さ
ん

の
ほ
か
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
る
４
名
の
皆
さ
ん
が

来
校
し
、
本
校
生
と
小
グ
ル
ー
プ
で
雲
南
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

続
け
る
こ
と
も
大
切
な
ん
で
す
！

今
も
続
け
る
国
際
貢
献
活
動
by
中
曽
先
生
！

本
紙
１
月
１
０
３
号
で
も
紹
介

し
た
本
校
の
中
曽
先
生
は
、
青
年

海
外
協
力
隊
員
と
し
て
の
２
年
間

の
ア
フ
リ
カ
・
ル
ワ
ン
ダ
で
の
体

験
を
も
と
に
、
今
も
各
地
で
講
演

を
続
け
て
い
る
。
帰
国
後
の
報
告

（
講
演
）
活
動
自
体
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
国
際
協
力
機
構
）
が
勧
め
る
国

際
貢
献
活
動
の
一
環
だ
。

多
数
派
の
フ
ツ
族
と
少
数
派
の

ツ
チ
族
と
の
部
族
間
対
立
か
ら
お

こ
っ
た
１
９
９
４
年
の
百
万
人
大

虐
殺
。
そ
の
悲
劇
を
、
実
現
不
可

能
と
も
思
わ
れ
た
「
和
解
」
に
よ
っ

て
乗
り
越
え
、
新
し
い
国
作
り
を

す
す
め
、
今
で
は
ア
フ
リ

カ
で
最
も
治
安
の
良
い
国

と
な
っ
た
ル
ワ
ン
ダ
の
歩

ん
だ
道
に
、
今
こ
そ
世
界

が
学
ぶ
べ
き
時
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

今
学
期
は
出
雲
高
校
と

出
雲
商
業
高
校
に
も
出
向

い
て
講
演
を
行
っ
た
中
曽

先
生
の
話
を
、
あ
な
た
も

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

出雲高校の「職業人講演会」
で講話する中曽先生（10/20）。

魚を提供する支援より、

魚を釣る術を伝える支援活動

今
回
の
お
客
様
か
ら
い
た
だ
い
た
深
イ
イ
言
葉
で
す
！

▼
自
分
が
楽
し
く
な
い
と
つ
ま
り
ま
せ
ん
。
面
白
く
な
い
と
続
き
ま
せ
ん
。

▼
仲
間
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
つ
き
あ
い
が
広
が
り
ま
し
た
。
会
う
の
が
楽
し
み
で
す
。

▼
か
か
わ
っ
て
い
る
と
学
び
が
あ
り
ま
す
。
自
分
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
嬉
し
く
て
、
そ
れ
が
続
け
る
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
「
し
て
あ
げ
た
」
と
思
わ
せ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
て
あ
げ
る
で
は
な
く
、
相
手
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
い
、

自
分
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
自
分
の
た
め
の
活
動
で
も
あ
る
の
で
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
聴
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
「
要
約
筆
記
」
の
場
合
、
講
演
等
の
際
に
即
座
に
要
約
し
て
手
書
き
原
稿
を
Ｏ

Ｈ
Ｐ
投
影
し
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
原
稿
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
で
映
し
出
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
漢
字
は

も
ち
ろ
ん
、
講
演
内
容
を
自
分
が
理
解
す
る
た
め
の
幅
広
い
教
養
と
勉
強
が
必
要
で
す
。
難
し
い
と
思
っ

て
し
ま
い
途
中
で
や
め
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
が
、
や
り
が
い
が
あ
る
か
ら
こ
そ
続
け
て
欲
し
い
で
す
。

要約筆記

絵手紙

有償助け合い

音 訳

有
償
助

け
合
い

絵
手
紙

要
約

筆
記

音
訳

公
的
サ
ー
ビ
ス
で
は
対
応
で

き
な
い
日
常
生
活
の
困
り
ご
と

に
低
額
で
対
応
す
る
。

高
齢
者
等
へ
の
絵
手
紙
を
郵

便
局
の
配
達
員
さ
ん
に
届
け
て

も
ら
い
、
安
否
確
認
に
も
。

各
種
会
議
や
講
演
等
の
音
声

情
報
を
、
分
か
り
易
く
要
約
、

文
字
に
し
て
投
影
す
る
。

主
に
「
市
報
う
ん
な
ん
」
等

を
朗
読
し
て
（
音
訳
）
し
て
Ｃ

Ｄ
に
録
音
し
、
希
望
者
へ
配
布
。



10
月
上
旬
の
１
年
「
地
域
産
業
研

究
」
実
習
（
事
業
所
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
）
の
中
で
、
地
域
の
話
題
を
盛
り

10/23はダブル出演しました

※ 島根県東部の全市町

と接する雲南市。ここ

は現代出雲国の中心 ‼

地域とともにシ
リ
ー
ズ 第27回

先
月
の
総
合
学
科
全
国
大
会
で
、
宮
崎

県
立
Ａ
高
校
か
ら
は
、
地
域
貢
献
活
動(

キ
ャ

リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム)

が
生
徒
を
変
え
学

校
を
変
え
て
い
っ
た
事
例
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
児
童

の
学
習
活
動
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
た
生
徒
が
劇
的
に
変
わ
っ
た
と

の
事
例
で
し
た
。
な
げ
や
り
だ
っ
た
生
徒

が
学
習
支
援
と
い
う
形
で
児
童
と
ふ
れ
あ

い
、
「
役
立
ち
感
」
が
自
分
と
向
き
合
う

き
っ
か
け
と
な
り
、
「
自
己
肯
定
感
」
に

つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
報
告
で

し
た
。
道
を
拓
く
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
成
果

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
▼
報
告
を
聞
き
な
が

ら
思
い
出
し
た
本
が
、
本
紙
84
号
（
平
成

26
年
５
月
発
行
）
で
も
紹
介
し
た
『
自
分

が
好
き
に
な
っ
て
い
く
』
で
す
。
鳥
取
県

立
赤
崎
高
校
（
平
成
17
年
３
月
閉
校
）
の

生
徒
が
園
児
や
高
齢
者
等
、
異
世
代
と
の

継
続
的
交
流
に
取
り
組
ん
で
成
長
し
て
い
っ

た
記
録
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
参
考
に
一
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。

大人でも子どもでも、自分が社会に役立っているかもしれないと「役立ち感」

を感じるのは、特に周囲に喜んでもらった時に実感できるものではないでしょう

か。ノーベル賞受賞者であろうと高校生であろうと、みんなに喜んで（誉めて）

もらうことが励みとなり、社会への貢献意欲が一層高まるのではないでしょうか。

※前号コラム欄の「禁断の鹿実」の如く、周囲

を元気に笑顔にする吹奏楽部の働きは、部員の
「役立ち感」の源泉の一つです。

↑
五
木
田
勉

文
／
高
塚
人
志

監
修

(

２
０
０
３
年

ア
リ
ス
館)

演奏によって地域貢献する吹奏楽部

８
限
授
業
の
火
曜
日
を
除
き
、

平
日
の
放
課
後
に
子
ど
も
好
き

の
三
高
生
が
二
人
ず
つ
交
替
で
、

三
刀
屋
保
育
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

（
今
年
度
16
名
登
録
）

異世代との交流から生まれる役立ち感

「和みの郷・西日登ふれあい祭り」＆「みとやっこまつり」

演
奏
に
よ
る
交
流

子どもたちとの交流２題
地域にも無くてはならない吹奏楽部です

今
春
ま
で
三
刀
屋
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
梅
里
苑
へ

の
訪
問
を
続
け
て
き
た
Ｊ
Ｒ

Ｃ
部
が
休
部
中
な
の
は
残

念
で
す
が
、
10
月
に
同
ホ
ー

ム
で
開
催
さ
れ
た
「
長
寿
祭
」
に

は
、
男
女
６
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
口
の
筋
肉
を
鍛
え
て
競

う
笑
え
る
予
防
医
療
系
の
新
感
覚

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
「
く
ち
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
選
手
権
」
が
全
国
四
か

所
で
ス
タ
ー
ト
。
雲
南
市
で
は
お

馴
染
み
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
コ
ミ
ケ
ア
が
中
心
と
な
っ
て
11

月
６
日
（
日
）
に
初
回
を
迎
え
、

本
校
生
９
名
も
参
加
。
２
回
目
の

12
月
３
日
の
様
子
を
含
め
て
、
詳

細
は
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

込
ん
だ
「
人
生
ゲ
ー
ム
」
２
種
類

を
制
作
し
た
８
名
の
う
ち
、
有
志

５
名
が
三
刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス

パ
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
み
と
や
っ

こ
ま
つ
り
」
で
、
地
元
の
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

ま
し
た
（
写
真
右
）
。

人生ゲーム「タイムカプセル」編↓

高
齢
者
・
地
域
と
の
交
流

http://co-unnan.jp/ch-otona_log.php?logid=1514

三刀屋交流センターで
↓「宇宙人。君の名は」編

▼
園
児
が
待
っ
て
く
れ
て
い
ま
す

▼
生
徒
制
作
の
人
生
ゲ
ー
ム

児
童
と
楽
し
み
ま
し
た

10/23

時
々
当
番
日
を
忘

れ
る
お
姉
ち
ゃ
ん
が

い
て
ご
免
な
さ
い
。

（９）第113号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2016年（平成28年）12月2日(金)

ご協力いただいた「三刀屋地区町づくり協議会」のWEB頁ｱﾄﾞﾚｽ

ま
た
、
「
み
と
や
っ
こ
ま
つ
り
」
当
日
は
別

の
ブ
ー
ス
で
、
「
人
権
カ
レ
ン
ダ
ー
」
作
り
を

お
手
伝
い
す
る
生
徒
６
名
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

役 立 ち 感



計
10
ト
ン
の
砂
鉄
と
12
ト
ン
の
木

炭
を
三
日
三
晩
、
30
分
ご
と
に
交

互
に
炉
に
く
べ
る
と
、
炉
の
底
に
約

３
ト
ン
の
鉄
の
塊
が
で
き
る
。
そ
の

良
質
な
部
分
が
、
日
本
刀
の
原
料

と
な
る
「
玉
鋼
（
た
ま
は
が
ね
）
」だ
。

こ
の
製
鉄
方
法
を
た
た
ら
製
鉄
と

呼
ん
だ
が
、
外
国
か
ら
安
価
な
鉄
鉱

石
が
流
入
し
、
大
正
時
代
に
は
た
た

ら
製
鉄
の
灯
が
消
え
た
▼
た
た
ら

操
業
に
使
っ
て
い
た
大
量
の
木
炭

の
販
売
に
活
路
を
求
め
て
、
旧
松

江
藩
三
大
鉄
師
の
流
れ
を
く
む
絲

原
武
太
郎
氏
（奥
出
雲
町
）を
中
心

と
し
て
百
年
前
に
建
設
さ
れ
た
の
が

民
営
簸
上
鉄
道
の
木
次
線
だ
っ
た
。

今
で
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
貨
車
も

走
り
、
物
資
輸
送
を
担
っ
た
。
特
に

木
炭
生
産
は
島
根
の
主
要
産
業
と

な
り
、
１
９
６
０
年
（昭
和
35
年
）の

島
根
県
の
生
産
量
は
７
万
８
千
ト

ン
で
岩
手
、
高
知
に
次
ぐ
全
国
３
位
。

絲
原
家
は
首
都
圏
に
も
支
店
を
置

き
事
業
を
展
開
し
た
が
、
木
次
線
の

貨
物
発
送
ト
ン
数
は
１
９
６
１
年
度

の
２
９
２
ト
ン
を
ピ
ー
ク
に
、
ま
た
到

着
ト
ン
数
は
１
９
６
５
年
度
の
２
４
７

ト
ン
を
ピ
ー
ク
に
、
以
後
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
革
命
や
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
展
を
背
景
と
し
て
急
速
に
貨

物
輸
送
が
縮
小
し
、
「
く
に
び
き
国

体
」に
沸
い
た
１
９
８
２
年
（昭
和
57

年
）に
木
次
線
か
ら
貨
物
輸
送
が
消

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
普
通
旅
客
数

の
減
少
幅
よ
り
も
、
貨
物
量
の
減

少
幅
が
大
き
く
早
か
っ
た
▼
仁
多

郡
境
の
下
久
野
駅
は
、
現
在
で
は

ホ
ー
ム
の
片
側
に
し
か
線
路
は
走
ら

な
い
が
、
往
時
は
ホ
ー
ム
の
両
側
に

列
車
が
止
ま
り
、
貨
車
に
は
各
地
へ

と
送
ら
れ
る
木
炭
が
満
載
さ
れ
る

風
景
も
あ
っ
た
。
駅
舎
側
の
線
路
が

撤
去
さ
れ
た
今
、
レ
ー
ル
跡
地
は
写

真
の
と
お
り
業
務
委
託
を
受
け
た

地
元
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「駅
ナ
カ
農

園
」に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

何
を
運
ぶ
？

鉄
道
の
話
題
で
は
な
い
が
、
「岩

手
県
北
バ
ス
」
は
、
盛
岡
市
と
宮
古

市
を
結
ぶ
長
距
離
路
線
バ
ス
を
改

装
し
て
座
席
を
少
な
く
す
る
一
方
、

空
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
宅
配

業
者
が
扱
う
荷
物
を
運
ぶ
こ
と
に

よ
り
、
廃
線
の
危
機
を
乗
り
越
え
注

目
さ
れ
て
い
る
。
島
根
県
内
で
は
自

転
車
を
積
み
込
む
こ
と
の
で
き
る
一

畑
電
車
も
あ
る
。
今
後
、
近
隣
の
路

線
バ
ス
や
木
次
線
の
列
車
で
も
、
特

に
昼
間
の
時
間
帯
の
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー

ス
を
利
用
し
て
、
人
以
外
の
モ
ノ
を

運
ぶ
妙
案
は
な
い
か
と
も
考
え
た
い
。

高
齢
者
の
買
い
物
を
代
行
し
た
り
、

注
文
を
受
け
た
店
舗
が
バ
ス
や
列

車
に
商
品
を
積
み
込
ん
で
輸
送
を

委
ね
、
客
の
元
（そ
の
近
く
の
駅
）へ

送
り
出
す
サ
ー
ビ
ス
も
考
え
ら
れ
る
。

木
次
線

物
語
第
５
回

今昔

貨
物
（
木
炭
）
輸
送
の
盛
衰

こ
れ
か
ら
は
何
を
運
ぶ
？

米国大統領選挙のトランプ候補は批判されども熱狂的支持

者がいた。クリントン候補は優勢ではあっても、熱狂的支持

者は少なかった。今回の選挙結果に人生訓を求めるならば、

「劣勢ではあっても、熱狂的な少数が大きな力を生む」こと

か。身を置く社会の条件は厳しく劣勢であっても、熱いチャ

レンジ精神を持った仲間のつながりが、地域創生に繋がると

願いたい。～そこで期待を込めて↓募集します！

１年次「地域産業研究」、2年次「課題研究」の一環とし

て、本紙シリーズ「木次線今昔物語」「斐伊川今昔物語」の

編集に参加してみませんか？

希望する皆さんは、職員室の総務部編集長に気軽に声をか

けて下さい。（顔を知らない？下の似顔絵で探してください。）

下久野駅

左上写真…駅舎の南側、今はない左に延びる引込線で貨車に木炭を積みこんだ(昭和4年撮影)。

右上写真…駅舎とホームの間にあった線路は無くなり、跡地は「駅ナカ農園」となっている。

左画 …『最盛期の下久野駅全景』藤原謙氏（豊橋市在住）画。この絵のように、両側に線

路が走るホームを「島式」と呼ぶが、現在は「島」ではなくなった。

募集します！誰かいませんか？

2016年（平成28年）12月2日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第113号（１０）

続報

獣
害
イ
ノ
シ
シ
が
捕
獲
さ
れ
ま
し
た

イ
ノ
シ
シ
一
頭
が
捕
獲
さ
れ
た
同
じ
11
月
14
日
、
朝

か
ら
直
近
の
山
か
ら
猿
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
、
昼
休
み

の
時
間
帯
に
20
匹
近
い
群
れ
が
現
わ
れ
、
三
刀
屋
バ
ス

セ
ン
タ
ー
裏
手
の
お
寺
の
柿
が
被
害
を
受
け
た
。

月
14
日
に
は
猪
一
頭
が
檻
で
捕

獲
さ
れ
る
一
方
、
20
匹
を
超
え

る
猿
の
群
も
目
撃
さ
れ
た
。

前
号
で
は
今
年
の
熊
の
目
撃
情

報
の
多
さ
や
、
学
校
周
辺
で
の
猪

の
害
に
つ
い
て
報
告
し
た
が
、
11

雲南の課題

7月 全国高等学校総合体育大会ボート競技
（7/28～8/1）

10月 全国高等学校総合学科教育研究大会
（10/27～28）

〈ふたつの全国大会〉

本紙編集部が選んだ…

未来への遺産

↑駅舎に飾られています↓



日 曜 学校行事等 部活等

１ 木 期末試験3日目

２ 金
期末試験最終日
自動車学校入校説明会①

３ 土

４ 日 停電

５ 月

６ 火

７ 水 S.C

８ 木

９ 金 3年直前M模試

１０ 土 土曜補習① 3年直前M模試 バスケ

１１ 日 バスケ

１２ 月

１３ 火 中学3年生保護者対象学校説明会

１４ 水

１５ 木

１６ 金 6限授業 3年直前M模試

１７ 土 土曜補習② 3年直前M模試 柔道

１８ 日 柔道

１９ 月 全学年保護者面談(～28)

２０ 火

２１ 水

２２ 木
終業式 学校評価(生徒)
人権意識調査(全学年) 3年直前Ｍ模試

２３ 金 天皇誕生日 3年直前Ｍ模試

２４ 土 吹奏楽

２５ 日

２６ 月 3年冬期補習①

２７ 火 3年冬期補習②

２８ 水 3年冬期補習③ 3年直前Ｍ模試

２９ 木 3年直前Ｍ模試 閉寮

３０ 金

日 曜 学校行事等 部活等

１ 日 元日

２ 月 振替休日

３ 火

４ 水 3年冬期補習④

５ 木 3年冬期補習⑤

６ 金 3年直前Ｍ模試

７ 土 3年直前Ｍ模試 開寮

８ 日

９ 月 成人の日

１０ 火 始業式 課題テスト 学校評価（保護者分回収）

１１ 水 人権・同和教育SHR

１２ 木

１３ 金 センター試験受験者集会 バスケ バレー

１４ 土
土曜補習③

大学入試センター試験①
バスケ バレー

１５ 日 大学入試センター試験② バスケ バレー 吹奏楽

１６ 月

１７ 火
3年特別授業開始 ～3/10
3年小論講演会 S.C

１８ 水

１９ 木

２０ 金 第3回英検1次

２１ 土

２２ 日

２３ 月 1・2年進研学力テスト

２４ 火 2年進研学力テスト 美術

２５ 水 美術

２６ 木

２７ 金

２８ 土 1・2年おろち模試 放送

２９ 日 放送 吹奏楽

３０ 月

３１ 火

（１１）第113号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2016年（平成28年）12月2日(金)

２０１６年（平成２８年）
丙申（ひのえさる）

２０１７年（平成２９年）
丁酉（ひのととり）

本年もたいへんお世話になりました 良いお年をお迎えください

保護者面談について
・12月下旬からの保護者面談の実施について、ご理解とご協力を

お願い申し上げます。

・学年・クラスによって日時も若干異なります。後日、お子様を通じて

担任よりご案内の文書を配布しますので、ご確認をお願いいたします。

学校評価について
・学校評価〈保護者版〉の実施について、ご協力をお願いいたします。

12月22日（木）終業式当日に、お子様を通じて依頼文書を配布します。

ご回答（提出）は、お子様を通じて３学期始業式の1月10日（火）にお願いいたします。

（保護者の皆様へのお願い）

１、２年生の土曜補習について
・ＰＴＡ主催の土曜補習を、期末試験後の12月10日より行います。欠席連絡については通常の授業日と同様に

お願いしますが、事務職員不在のため早朝は電話が繋がりにくいことがありますのでご了承ください。

保
健
委
員
会
、
保
健
部
か
ら
は
感
染
症
予

防
の
た
め
の
情
報
を
「
た
よ
り
」
を
通
じ
て

た
び
た
び
発
信
し
て
い
ま
す
。
学
校
Ｈ
Ｐ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。



恩
田
校
長
が
３
年
次
の
昭
和

49
年
（
１
９
７
４
）
年
９
月
、

３
日
間
の
学
園
祭
開
催
に
あ
わ

せ
、
２
日
目
の
９
月
15
日
に
創

立
50
周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に

挙
行
さ
れ
た
（
当
時
は
共
通
一

次
試
験
が
ス
タ
ー
ト
す
る
前
の

時
代
で
あ
り
、
２
学
期
始
業
式

も
昔
な
が
ら
に
９
月
１
日
で
、

学
園
祭
シ
ー
ズ
ン
も
遅
か
っ
た
）

▼
50
周
年
を
前
に
新
同
窓
会
名

が
公
募
さ
れ
、
昭
和
48
年
の
役

員
会
で
「
雲
南
会
」
と
決
定
し
、

記
念
式
典
の
当
日
付
で
従
来
の

「
同
窓
会
会
則
」
か
ら
「
雲
南

会
会
則
」
に
代
わ
っ
た
。
年
一

回
の
総
会
は
、
三
刀
屋
・
木
次
・

仁
多
・
松
江
・
出
雲
の
５
支
部

（
周
辺
支
部
含
む
）
の
輪
番
に

よ
っ
て
し
ば
ら
く
は
８
月
下
旬

に
開
催
さ
れ
て
い
た
▼
昭
和
50

年
代
に
広
島
・
名
古
屋
・
斐
伊
・

鳥
取
の
新
支
部
が
誕
生
し
、
創

立
60
周
年
を
迎
え
た
昭
和
59
年

の
記
録
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
支

部
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
東
京
支
部

○
大
阪
支
部

○
松
江
支
部

○
出
雲
支
部

○
石
見
支
部

○
大
東
支
部

○
加
茂
支
部

○
仁
多
支
部

○
木
次
支
部

○
日
登
支
部

○
温
泉
支
部

○
三
刀
屋
支
部

○
一
宮
支
部

○
鍋
山
支
部

○
雲
見
支
部

○
掛
合
支
部

○
吉
田
支
部

○
頓
原
支
部

○
斐
伊
支
部

○
広
島
支
部

○
名
古
屋
支
部

○
鳥
取
支
部

そ
の
後
、
西
日
登
・
飯
石
・

中
野
の
各
支
部
も
誕
生
し
た
。

現
在
の
雲
南
会
は
、
21
期
卒
西

村
雄
一
郎
氏
を
会
長
に
、
計
24

支
部
で
旧
交
を
温
め
て
い
る
。

支
部
の
中
心
と
な
っ
て
活
動
し

て
こ
ら
れ
た
方
々
の
高
齢
化
も

進
み
、
今
後
の
支
部
運
営
が
厳

し
い
と
の
声
も
一
部
で
聞
か
れ

る
が
、
在
校
生
も
や
が
て
会
員

と
な
っ
た
際
に
は
、
会
の
維
持
・

発
展
に
寄
与
し
て
も
ら
い
た
い
。

三高92年物語
さ ん こ う

第30回 雲南会
名称と支部

この木何の木？気になる木！

設
立
60
周
年
記
念

雲
南
会
／
東
京
支
部
総
会

編
集

後
記

こ
の
木
に
つ
い
て
ご
存
じ
な
い
皆
さ

ん
は
、
本
頁
シ
リ
ー
ズ
「
三
高
90
年
物

語
」
第
１
回
「
玄
関
前
の
ユ
リ
ノ
キ
」

（
本
紙
平
成
26
年
５
月
発
行
第
84
号
）

を
三
高
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
（
写
真
は
11
／
12
撮
影
）
。

（
11
／
12
）

本
校
の
同
窓
会
で
あ
る
雲
南
会
の
東
京

支
部
（
17
期
卒
岩
佐
壮
四
郎
支
部
長
）
の

総
会
が
東
京
都
港
区
の
島
根
イ
ン
青
山
で

開
催
さ
れ
た
。
同
支
部
が
設
立
さ
れ
た
の

は
１
９
５
６
年
（
昭
和
31
年
）
の
こ
と
で
、

編
集
作
業
の
都
合
に
よ
り
、
年

内
の
発
行
は
今
号
を
最
終
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
年
も
本
紙

を
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
次
号
の
発
行
は
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
後

の
１
月
下
旬
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

早
い
ご
挨
拶
に
な
り
ま
す

が
、
良
い
お
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
。

http://三高情報.怒涛のドット.満載「蒼雲」

60
周
年
を
迎
え
た
今
年
の
記
念
総
会
に
は

東
京
都
周
辺
の
51
名
の
会
員
の
ほ
か
、
雲

南
会
本
部
か
ら
高
校
21
期
卒
長
谷
川
眞
二

副
会
長
、
東
京
支
部
と
と
も
に
還
暦
を
迎

え
る
高
校
27
期
卒
恩
田
校
長
、
高
校
43
期

卒
細
木
教
諭
（
体
育
科
）
も
出
席
し
て
支

部
の
節
目
の
総
会
を
祝
い
、
老
若
男
女
が

高
校
時
代
の
思
い
出
話
や
近
況
報
告
に
花

Ａ４フルカラー版の

豪華記念誌

2016年（平成28年）12月2日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第113号（１２）

11/12、島根イン青山（東京都港区南青山）

を
咲
か
せ
る
一
日
と
な
っ
た
。

今
年
は
６
月
に
「
鶴
瓶
の
家
族

に
乾
杯
」
で
、
11
月
に
は
「
笑
っ

て
コ
ラ
え
て
！
日
本
列
島
ダ
ー
ツ

の
旅
」
で
も
三
刀
屋
が
登
場
し
、

卒
業
生
や
在
校
生
の
元
気
な
姿
を

伝
え
た
人
気
番
組
の
話
題
で
も
盛

り
上
が
っ
た
。

大学入試
センター試験まで

あと４３日

励
ま
し
あ
い
、
目
標
に
向
か
っ

て
最
後
ま
で
頑
張
り
ま
す
。

↑
日
登
支
部
の
皆
様

雲
南
会
の
日
登
支
部
の
総
会
が

今
年
は
７
月
23
日
に
開
催
さ
れ
、

あ
わ
せ
て
玄
関
前
の
「
蒼
雲
館
」

も
ご
見
学
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
性
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
」

「
性
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

性
教
育
は
小
、
中
学
校
で
も
受
け

て
き
て
い
る
生
徒
た
ち
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
向
き
合
う
で
あ
ろ
う
性

の
問
題
に
つ
い
て
、
改
め
て
学
び

直
す
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

◯
自
分
も
相
手
も
大
切
に
し
よ
う
。

◯
自
分
一
人
ひ
と
り
の
行
動
は
将

来
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

と
い
う
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
ひ
と
き
わ
印
象
的
で
し
た
。

※
10
月
の
三
刀
屋
高
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
初
め
て
３
万
回
を
越
え

ま
し
た
（
１
頁
ご
と
に
１

カ
ウ
ン
ト
で
す
）
。

２
年
保
健
講
話

初
の
３
万
回
達
成
！

講師：狩野鈴子氏

（島根県立大短大部准教授） 11/17


